
公式SNSでは、世界の子どもたちをとりまく情報を発信しています。
ぜひ「いいね！」や「シェア」をして、お友だちにご紹介ください。

地域の課題

支援はチャイルドの生活を変える力となります

特定非営利活動法人 ワールド・ビジョン・ジャパン

チャイルド・スポンサーシップは、１人の子どもに直接お金やモノを提供す
るプログラムではありません。支援地域の子どもたちが健やかに成長す
るための環境を整え、人々が“未来を切り拓く力” を得られるようにする、
長期的な支援活動です。チャイルドが住む地域とその課題、現地で
ワールド・ビジョンが実施している活動についてご紹介します。

マイ ワールド・ビジョンに登録しませんか？

登録（アカウント作成）後ログインしていただくと、チャイルドと支援地域の写真や情報
がご覧いただけます。
ホームページトップの「支援者の皆さまへ」に進み、「アカウント作成」のボタンから、手続
きをしていただけます。申請後、５営業日以降、情報をご確認いただけます。

また、右のQRコードからメールアドレスをご登録いただければ、
チャイルドや支援地域からの最新動画、イベント情報などもお届けします。

Instagram
@worldvisionjapan

Twitter
@WorldVisionJPN

FACEBOOK
@worldvisionjapan

支援地域の典型的な住居の様子

*2017年時点

• 子どもの権利や保護について
理解している住民や保護者が少ない

• ベトナム語の授業についていけず、
学校を中退する子どもたちが多い

約68%*• 衛生的なトイレがない世帯

• 子どもの健康に関する母親の知識不足

子どもの保護

少数民族（モン族）のタオちゃん（右）の両親は、農業を営んでいますが収入は少なく、
将来の暮らしや子どもの教育に不安を持っていました。しかし、ワールド・ビジョンの支援で畜
産の訓練を受け、豚の飼育を始めました。そして、生まれた子豚を販売することにより、家族
は以前より多くの収入を得られるようになりました。この地域では、以前は女の子が学校に通
うのが一般的ではなく、母親は読み書きができません。しかし今、娘たちが毎日学校に通え
ていることが嬉しく、これからも教育を受けて夢を実現して欲しいという願いを持っています。

ワールド・ビジョンは、タオちゃんのような子どもたちが教育を受け、健やかに成長できるよう、活
動を行っています。

保健・栄養改善

ベトナム社会主義共和国

ムオンチャ地域開発プログラムのご紹介
(VNM-194418)

民族衣装を身にまとった支援地域の
女性。多くの女性は読み書きができ
ません



地域の課題

国情報

ワールド・ビジョンが行う支援活動

地域情報

支援期間：
*支援期間はプログラム準備期間を含み
ます。支援終了予定日や活動の目標は、
予期しない突発事項やプログラムの進捗
状況により、変更される場合があります。

すべての子どもたちの権利が守られるよう支援をします母親に料理指導を行い 子どもたちの栄養状態の
改善を目指します

• ベトナム語を母語としない子どもたちへの補習授業

• 子どもクラブでのライフ・スキル*研修

• 保護者への啓発や、肯定的な子育ての方法に関する研
修、家庭訪問の実施

(*問題解決、対人関係、計画性など、生きていく上で必要な知識・技術)

• 保健員への子どもの健康や栄養に関する研修

• 定期的に子どもの身体測定を行い、栄養状態を確認

• 母親への栄養価の高い食事の作り方を指導

• 母親への子どもの下痢対策や、母乳育児などに関する
啓発

山岳民族が多いムオンチャ郡は、ベトナム語で行われる学
校の授業についていけない子どもが多くいます。12－18歳
の子どもの退学率は高く、経済的困難、女子の早婚もこの
傾向を冗長しています。また、若くして結婚し、精神的にも
未熟なまま親となったため、子どもに十分に注意を払ったり、
世話をするなどの親としての知識とスキルが足りないことが
問題とされています。

子どもの保護保健・栄養改善

支援地域の家庭では伝統的な知識や習慣が根強く、適
切な健康管理がなされていません。妊産婦や乳幼児のケ
アに関する知識も不足しています。また、保健医療施設の
整備が不十分で保健員の知識・技術が低く、道路の状態
も悪いため、住民が十分な保健・医療サービスを受けるの
が困難な状態です。

インドシナ半島に位置し、中国、ラオス、カンボジアと国境を接し、東は南シナ海に面しています。キン族（越人）が約86％を占めますが、53の少数民族
も暮らしています。宗教は大乗仏教が主流で、公用語はベトナム語。教育制度は、就学前教育、初等教育(5年)、中等教育(7年：4-3年)、高等教
育(4～5年)で、義務教育は初等教育の5年間です。1986年に採択されたドイモイ（刷新）路線のもとで、市場経済化が進められる一方、貧富の差
の拡大や環境破壊などの課題も出てきています。

ベトナム社会主義共和国

ムオンチャ

地域開発プログラム

2010年～2028年

首都ハノイから北西へ約570kmの場所に位

置する山岳地帯、ディエンビエン省ムオンチャ

郡にてプログラムを実施しています。支援地

域には、モン族 、ターイ族などの少数民族も

多く暮らしています。少数民族は各民族の言

語を使用しているため、子どもたちが学校でベ

トナム語の授業についていけなかったり、ベト

ナム語の読み書きができないため、十分な行

政サービスを受けられないといった問題が発

生しています。住民は、米、とうもろこし、

キャッサバ、ピーナッツ、たけのこなどを伝統的

な農法で育てたり、豚、ヤギ、鶏などの家畜

を飼育して生計を立てています。

首都：ハノイ

ムオンチャ地域開発プログラム
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